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液状化判定の機能強化

地盤応答解析の機能強化（フル機能版）

「水道施設耐震工法指針・解説（2022年）」 に対応しました。
液状化判定計算が深度２９９ｍ、地層数２９９層に対応しました。
液状化判定図の深さ方向の縮尺を１０m、２０m、３０ｍから選択可能になりました。
港湾の施設の技術上の基準・同解説（H19年、H19年改訂版）で、等価N値の補正前の
等価N値～等価加速度図が表示されるようになりました。
モデル画面、液状化判定図に地層名を表示できるようになりました。

複数モデルへの対応

■複数モデル作成機能により効率的な成果物作成をサポート
モデル化画面で複数のモデルを設定し、それらを切り替えて作業する機能を追加しました。
一つの案件に対する複数のボーリングデータの対応が、より効率的に行えるようになりました。
・ 最大１０モデルまで作成可能です。
・ 液状化判定、地盤応答解析（有効応力解析、FLIP含む）全ての機能に対応しました。
・ 地盤応答解析においては、複数のモデルを一度に計算することが可能です。 ・ 改良N値の算定は、「C法」、「D法」、「Κを用いた方法 *」に対応しています。 *港湾基準時のみ

・ 液状化対策機能は、以下の５つの液状化判定基準の場合に利用可能です。
「道路橋示方書・同解説 H29」、「道路土工軟弱地盤対策指針 H24」、
「河川構造物の耐震性能照査指針解説 R2」、「建築基礎構造設計指針 2019 年」、
「港湾の施設の技術上の基準・同解説 H19 改訂版・H30」

・ 液状化対策の結果は、作図と報告書に出力されます。

入力加速度の登録フォルダを任意に作成して指定することが可能となりました。
K-NETファイルのACCファイルへの変換 に対応しました。
複数層の時刻歴結果のテキストを一括で出力 可能となりました。
作図印刷の対象を任意選択が可能となりました。

液状化の発生を防止するための対策検討に対応
サンドコンパクションパイル工法による地盤の改良率（置換率）から改良Ｎ値を算出し、
その結果を液状化判定に活用することで、設定した改良率により液状化が防止できるかを迅
速に確認できる新機能を追加しました。これにより、設計業務を一貫して支援し、設計作業の
効率化に寄与します。

■地層名を表示したモデル画面 ■地層名を表示したモデル画面

■複数モデル例（８つのモデルを登録）


